
人家のまばらな周辺部は
浄化槽（個別処理）で整備

農村部の集落は
農業集落排水で整備

人口が密集した市街地は
下水道で整備

団地

農業振興地域
中心市街地

地域に応じた生活排水処理施設

施策内容
　持続可能でにぎわいのある誰もが暮らしやすいまちをつくるため、地域の特性に応じた都市
機能を有する拠点づくりを進めるとともに、地域資源を活用した魅力やにぎわいを創出するな
ど、「とちぎのスマート＋コンパクトシティ」の実現に向けた取組を推進します。

主な取組
（拠点づくり）
○	 都市機能の集積や街なかへの居住の誘導の促進

○	 空き家の利活用や除却の促進による良好な都市環境の確保・創出
○	 道路のバリアフリー化による誰もが使いやすい道路空間の創出

○	 生活排水処理施設の整備による生活環境の改善

重点施策（1） 「とちぎのスマート＋コンパクトシティ」の実現

中心市街地の活性化（那須塩原市）

空き家を活用した移住体験施設（栃木市）

中心市街地の活性化（小山市）

道路のバリアフリー化（ＪＲ黒磯駅前）

駅前図書館の整備

ＪＲ黒
磯駅

駅前広場の整備 共同住宅・子育て支援施設等の整備
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歴史的な街並みの保全（蔵の街大通り／栃木市） 無電柱化（国道119号／日光市）

○	 災害リスクを踏まえた防災まちづくりの促進

（魅力・にぎわい）
○	 公開空地や道路・河川などの公共空間の活用による魅力の創出

○	 歴史的な街並みの保全や無電柱化等による魅力的で個性ある景観の形成

公開空地の活用（バンバ広場／宇都宮市）

道路空間の活用（県道小山停車場線／小山市）

公共広場の整備（オリオンスクエア／宇都宮市）

河川空間の活用（釜川／宇都宮市）

防災まちづくりのイメージ

再開発等によるにぎわい空間の創出

歩道のオープンテラス

広場のリニューアル（屋根の拡張等）

河川敷を活用したにぎわい空間の創出
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○	 インフラカードを活用した観光促進
○	 ＳＮＳを活用したとちぎの魅力ある景観に関する情報の発信
○	 生態系や親水性、景観などに配慮した多自然川づくりの推進

成果指標

成果指標 現状値 目標値
立地適正化計画策定市町数 ９市町（Ｒ２） 21市町（Ｒ７）
空家等対策計画策定市町数 21市町（Ｒ２） 25市町（Ｒ７）
生活排水処理人口普及率 87.7％（Ｒ１） 93.0％（Ｒ７）
下水道施設（管渠）の耐震化率 ７％（Ｒ２） 40％（Ｒ７）
景観行政団体移行市町数 14市町（Ｒ２） 19市町（Ｒ７）
都市再生整備計画地区数 97地区（Ｒ２） 107地区（Ｒ７）
優先整備区間における多自然川づくり整備延長 46.5㎞（Ｒ２） 93.3㎞（Ｒ７）

各種インフラカード インスタグラムによる魅力ある景観の発信
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施策内容
　多様化する居住ニーズにもきめ細やかに対応し、県民一人ひとりが真に豊かさを実感できる
住生活を実現するため、誰もが安心して快適に暮らせる住まいの確保に向けた取組を推進しま
す。

主な取組
○	 子育て世帯や高齢者などにやさしい県営住宅のバリアフリー化の推進
○	 高齢者などの多様化するニーズに対応した住まいの確保・居住支援の推進
○	 倒壊による被害防止・軽減に向けた住宅・建築物の耐震化等の推進

成果指標

成果指標 現状値 目標値
バリアフリー化された県営住宅戸数 3,188戸（Ｒ２） 3,320戸（Ｒ７）
住宅の耐震化率 89％（Ｒ２） 95％（Ｒ７）

重点施策（2） 誰もが安心して快適に暮らせる住まいの確保

対策前 対策後 屋根の軽量化 壁補強

接合部補強

県営住宅の高齢者向け住戸改善 サービス付き高齢者向け住宅

改修前

改修後

建築物の耐震化（特定天井の耐震対策）
（総合文化センター／宇都宮市）

住宅の耐震化イメージ
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施策内容
　多様化する県民ニーズに応えるとともに、地域の魅力や資源を生かした地域の活性化を図る
ため、快適で魅力にあふれる都市公園づくりを推進します。

主な取組
○	 Park-PFI制度※などの民間活力による都市公園の魅力向上
○	 樹種転換によるみかも山公園の活性化の推進
○	 都市公園を中心としたエリアの地域振興の促進

成果指標

成果指標 現状値 目標値
県営都市公園の年間利用者数 443万人（Ｒ１） 500万人（Ｒ７）

重点施策（3） 快適で魅力にあふれる都市公園づくり

※	 平成29（2017）年度の都市公園法改正により創設された、民間資金等を活用した公園の整備・管理手法

休養施設イメージ

Park-PFI制度の活用例

松食い虫による被害
（みかも山公園／栃木市・佐野市）

遊戯施設イメージ

「井頭周辺エリア活性化協議会」による地域振興
（井頭公園／真岡市）
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県民に愛され、県民が誇れる、県民総スポーツの推進拠点
“総合スポーツゾーン”

　栃木県では、宇都宮市西川田地内の栃木県総合運動公園と同公園に隣接する元競馬場や元運転免
許試験場等において、「県民に愛され、県民が誇れる、県民総スポーツの推進拠点」となる「総合
スポーツゾーン」の整備を平成26（2014）年より進め、令和２（2020）年度をもって施設整備
が概ね完了しました。

整備の経過

設計における基本的な観点

主な施設

平成27（2015）年　当時 令和３（2021）年　整備完了

施 設 名：カンセキスタジアムとちぎ
供用開始：令和2（2020）年８月～

施 設 名：ユウケイ武道館
供用開始：令和元（2019）年11月～

施 設 名：日環アリーナ栃木
供用開始：令和3（2021）年４月～

『“とちぎ”を表現』

『“百年”愛される』

『主役は“ひと”』

〇県産材・県産品を積極的に活用
〇県内企業の技術を結集

〇周辺環境との調和やライフサイクルコ
ストの最適化等により県民に末永く愛
される施設を整備

〇「する」スポーツ、「みる」スポーツ、
「支える」スポーツ、各々に対応した
施設構造、人の動線などを確保
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